申請時の資料
　
１　井戸水からの切替
　　　井戸水の使用を廃止し上水道の供給を受けようとする場合は、再利用は避け、配管替えを行うこと。
　　　ただし、申請者が希望し、既設の給水管及び給水用具が水道法に定める構造材質基準に適合していると認められる場合には、次のとおり取り扱う。

　(1)　事前協議

既設の給水管及び給水用具を利用するにあたり、主任技術者は使用され
ている材料及び配管形態について十分な調査を行い、事前協議を行うこと。協議の整ったものは、給水装置工事の申込みをする。

　(2)　クロスコネクションの防止

①　既設井戸水管との接続は、現場調査等により配管形態を十分に把握し、地下水揚水ポンプからの配管を確実に遮断し井戸水の流入を防止すること。
②　上水道と井戸水の併用をする場合は、井水管との接続はしないこと。

③　上水と井戸水の相互融通の目的で設ける切替バルブ等の設置は認めない。
  (3)　指定工事事業者は切替工事依頼を受けた場合、既設配管を確認の上自家水道から上水道への切替について、申込みに合わせて様式１－２確認書を提出すること。
　(4)　使用材料
　　　①　使用できる材料は、給水装置の構造材質基準に関する省令（平成9年3月19日厚生省令第14号）に基づく基準適合品、若しくはこれと同等以上とみなされるものであり、これに適合することを現場で確認すること。
　　　②　基準に適合した製品が使用されていない場合、同基準に適合した給水管、給水用具に取替える。
　(5)　試験
　　　①　既設井戸水管の耐圧試験は、常圧の1.5倍の水圧を1分間加圧した後、水漏れが生じないことを確認する。
　　　②　上水道給水の切替後において、各給水栓より十分放流し塩素濃度を確認する。臭気、色、味、濁り等異常がないことを確認する。
様式１―１（貯水槽方式から上水道直結）

令和　　年　　月　　日

既設設備を切り替えて給水装置として再使用する場合の確認書

阿賀野市水道事業
阿賀野市長　田中　清善　様
（申請者）住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　印

既設設備を直結給水装置に切り替えるにあたり、以下について承諾します。

1． 既設設備の確認

既設設備の再利用に際しては、申請者及び契約した指定給水装置工事事業者において使用されている材料、給水器具について十分な調査を行い「給水装置の構造及び材質の基準」（平成9年3月19日厚生省令第14号）に適合していない材質については、取り替えます。

2． 工事完了後の漏水、水質について

　既設設備の使用による漏水事故、また既設設備に起因する水質について問題が生じた場合は申請者の責任において解決し、阿賀野市の指示に従い速やかに改善を行います。

3． 継承について

　所有者を変更した場合は、上記第2項を継承します。

給水方法
	現　　　況
	

	切り替え後
	


以下、上下水道局記入

	受 付 年 月 日
	受付番号
	旧お客様番号
	新お客様番号

	令和　　年　　月　　日
	―
	
	


	局　長
	次　長
	水道技術管理者
	副参事
	係　長
	係

	
	
	
	
	
	


様式１－２（自家水道から上水道切替）

令和　　年　　月　　日

自家水道を切り替えて給水装置として再使用する場合の確認書

阿賀野市水道事業
阿賀野市長　田中　清善　様
（申請者）住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　印

自家水道を直結給水装置に切り替えるにあたり、以下について承諾します。

1． 既設設備の確認

既設設備の再利用に際しては、申請者及び契約した指定給水装置工事事業者において使用されている材料、給水器具について十分な調査を行い「給水装置の構造及び材質の基準」（平成9年3月19日厚生省令第14号）に適合していない材質については、取り替えます。

2． 工事完了後の漏水、水質について

　既設設備の使用による漏水事故、また既設設備に起因する水質について問題が生じた場合は申請者の責任において解決し、阿賀野市の指示に従い速やかに改善を行います。

3． 自家水道の切り離しについて

　自家水道配管とは完全に切り離し、上水道給水管との接続はいたしません。

4． 継承について

所有者を変更した場合は、上記第2項を継承します。

自家水道の内容

　 (1) 既設配管の材料　　　・埋設管　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　  ・立上り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　 (2) 施行業者　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(3) 配管時期　　  昭和・平成・令和　　　　　　　年　　　月頃　　

以下、上下水道局記入

	受 付 年 月 日
	受付番号
	旧お客様番号
	新お客様番号

	令和　　年　　月　　日
	―
	
	


	局　長
	次　長
	水道技術管理者
	副参事
	係　長
	係

	
	
	
	
	
	


